
〈参考〉馬淵川水系河川整備計画【国管理区間】の構成
平成22年1月
東北地方整備局
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２章

【P6】

１章
計画の基本的な考え方

【P1】

計画の主旨

計画の基本理念

計画の対象区間

計画の対象期間

国土交通省の管理区間（国管理区間)であ
る10.0kmを対象とする

計画対象期間は概ね30年間とする

本計画は、馬淵川流域の自然・社会・歴
史・文化を踏まえた上で、「災害発生の
防止」「河川の適正な利用と流水の正常
な機能の維持」「河川環境の整備と保
全」を達成するため、当面実施する河川
工事において具体的事項を示す、河川法
第16条2項に基づく法定計画を定めるもの
です。

■安全で安心が維持できる川づくり
■安全で安心が維持できる川づくり

■豊かな河川環境と河川景観を
次世代に継承する川づくり

■豊かな河川環境と河川景観を
次世代に継承する川づくり

■地域の個性と活力、歴史や文
化が実感できる川づくり

■地域の個性と活力、歴史や文
化が実感できる川づくり
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３章
馬淵川の現状と課題

【P30】

【現 状】
･H14.７月洪水やH16年９月洪水、H18年10
月洪水において氾濫被害が発生してお
り、治水安全度は未だ不十分な状況

【課 題】

･馬淵川水系の流出特性と治水安全度のバ
ランスを考慮した堤防の整備が必要

･内水被害の高い地域における治水対策が
必要

【現 状】
･H14.７月洪水やH16年９月洪水、H18年10
月洪水において氾濫被害が発生してお
り、治水安全度は未だ不十分な状況

【課 題】

･馬淵川水系の流出特性と治水安全度のバ
ランスを考慮した堤防の整備が必要

･内水被害の高い地域における治水対策が
必要

治水に関する事項

利水に関する事項

環境に関する事項

【現 状】
･約３年に１回の頻度で渇水流量は正常流
量を下回る

･過去に大規模な渇水被害が発生
【課 題】

･灌漑用水を初めとする、発電用水、水道
用水などの安定した供給の確保が必要

【現 状】
･約３年に１回の頻度で渇水流量は正常流
量を下回る

･過去に大規模な渇水被害が発生
【課 題】

･灌漑用水を初めとする、発電用水、水道
用水などの安定した供給の確保が必要

【現 状】
･重要種をはじめとした多様な動植物が確
認

･近年の水質は概ね環境基準値を満足
･多くの自然公園、名所・史跡が点在
･河川公園の整備による多様な利活用
【課 題】
･流域に存在する多種多様な動植物の生
息・生育環境の保全が必要

･関係機関や地域住民と連携した水質の維
持・改善が必要

･豊かな河川景観や自然環境の保全が必要
･快適に利用できる河川空間の促進が必要

【現 状】
･重要種をはじめとした多様な動植物が確
認

･近年の水質は概ね環境基準値を満足
･多くの自然公園、名所・史跡が点在
･河川公園の整備による多様な利活用
【課 題】
･流域に存在する多種多様な動植物の生
息・生育環境の保全が必要

･関係機関や地域住民と連携した水質の維
持・改善が必要

･豊かな河川景観や自然環境の保全が必要
･快適に利用できる河川空間の促進が必要

４章
河川整備の目標に関する事項

【P53】

洪水・高潮等による災害の発生の
防止又は軽減に関する目標

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)戦後最大規模の洪水への対応

(2)河川管理施設等の安全性向上

(3)内水被害への対応

(4)大規模地震への対応

(5)危機管理体制の強化

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)戦後最大規模の洪水への対応

(2)河川管理施設等の安全性向上

(3)内水被害への対応

(4)大規模地震への対応

(5)危機管理体制の強化

河川の適正な利用および流水の正
常な機能の維持に関する目標

河川環境の整備と保全に関する目標

河川の維持管理に関する目標

○目標設定の背景

○維持管理の目標

○目標設定の背景

○維持管理の目標

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)動植物の生息・生育の保全

(2)水質の保全

(3)良好な景観の保全

(4)人と河川とのふれあいの場の確保

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)動植物の生息・生育の保全

(2)水質の保全

(3)良好な景観の保全

(4)人と河川とのふれあいの場の確保

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)河川の適正な利用

(2)流水の正常な機能の維持

○目標設定の背景

○整備の目標

(1)河川の適正な利用

(2)流水の正常な機能の維持

６章
住民参加と地域との

連携による川づくり
【P101】

○地域との連携による川づくり
の考え方

(1)馬淵川における住民参加と地域
連携の考え方

(2)住民参加と地域連携の進め方

○地域の参加と協働を実施する
内容

(1)防災対策に関する内容
1)防災意識の向上と地域と

一体となった防災体制の整備
2)自主防災組織の支援
3)避難情報、被災情報の共有化

(2)環境に関する内容
1)動植物の生息環境の保全
2)河川美化
3)河川とのふれあいの場の整備、
活用、管理

(3)維持管理に関する内容
1)地域による施設の点検・監視
2)施設状態の情報共有

○地域の連携と参加を促進する
取り組み

(1)広報活動の推進
(2)学習・教育の場の提供
(3)ニーズの把握

○地域との連携による川づくり
の考え方

(1)馬淵川における住民参加と地域
連携の考え方

(2)住民参加と地域連携の進め方

○地域の参加と協働を実施する
内容

(1)防災対策に関する内容
1)防災意識の向上と地域と

一体となった防災体制の整備
2)自主防災組織の支援
3)避難情報、被災情報の共有化

(2)環境に関する内容
1)動植物の生息環境の保全
2)河川美化
3)河川とのふれあいの場の整備、
活用、管理

(3)維持管理に関する内容
1)地域による施設の点検・監視
2)施設状態の情報共有

○地域の連携と参加を促進する
取り組み

(1)広報活動の推進
(2)学習・教育の場の提供
(3)ニーズの把握

５章
河川の整備の実施に関する事項

【P60】

○洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減

に関する整備

(1)堤防の整備 (3)内水対策
1)堤防の新設及び拡築 (4)地震・津波対策

2)堤防の質的整備 (5)水防活動拠点の整備
(2)河道掘削

○洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減

に関する整備

(1)堤防の整備 (3)内水対策
1)堤防の新設及び拡築 (4)地震・津波対策

2)堤防の質的整備 (5)水防活動拠点の整備
(2)河道掘削

○河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

(1)水利用の合理化

(2)正常流量の確保に向けた対応

○河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持

(1)水利用の合理化

(2)正常流量の確保に向けた対応

○河川環境の整備と保全に関する事項
(1)動植物の生息・生育の保全
1)良好な河川環境の保全
2)自然環境に配慮した事業の実施（多自然川づくり）
3)魚類の遡上・降下に配慮した事業の実施
4)外来種対策の実施
5)河川環境のモニタリング

(2)水質の保全
(3)景観に配慮した河川空間整備
1)美しい景観の保全
2)史跡・名所と調和した改修事業

(4)人と河川とのふれあいの場の確保

○河川環境の整備と保全に関する事項
(1)動植物の生息・生育の保全
1)良好な河川環境の保全
2)自然環境に配慮した事業の実施（多自然川づくり）
3)魚類の遡上・降下に配慮した事業の実施
4)外来種対策の実施
5)河川環境のモニタリング

(2)水質の保全
(3)景観に配慮した河川空間整備
1)美しい景観の保全
2)史跡・名所と調和した改修事業

(4)人と河川とのふれあいの場の確保

河川整備の重点的・効果的・効率的な実施
○コスト縮減・事業の迅速化

・計画のフォローアップの実施

河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該
河川工事の施行により設置される河川管理施設等

の機能の概要
（治水・利水・環境に関する事項)

河川の維持の目的、種類
（維持管理に関する事項）

○河川の維持管理
(1)河川の調査
1)河川の巡視・点検
2)河道状況の把握
3)洪水後（洪水時）の状況把握
4)水文観測調査

(2)河川管理施設の維持管理
1)堤防の維持管理
2)護岸補修
3)堰及び樋門・樋管の維持管理
4)その他施設の維持管理

(3)河道の維持管理
1)河道管理
2)樹木管理

(4)河川空間の維持管理
1)河川空間の利用と保全
2)不法占用・不法行為等への対策
3)塵芥処理
4)自然環境への配慮
5)外来植物の侵入防止

○河川の維持管理
(1)河川の調査
1)河川の巡視・点検
2)河道状況の把握
3)洪水後（洪水時）の状況把握
4)水文観測調査

(2)河川管理施設の維持管理
1)堤防の維持管理
2)護岸補修
3)堰及び樋門・樋管の維持管理
4)その他施設の維持管理

(3)河道の維持管理
1)河道管理
2)樹木管理

(4)河川空間の維持管理
1)河川空間の利用と保全
2)不法占用・不法行為等への対策
3)塵芥処理
4)自然環境への配慮
5)外来植物の侵入防止

(5)管理の高度化

○危機管理体制の整備・強化
(1)洪水時の対応
1)洪水予報及び水防警報等
2)わかりやすい河川情報の提供
3)出水時などの巡視
4)河川管理施設の操作等

(2)地震・津波対応
(3)水質事故の対応
(4)渇水時の対応
(5)河川情報の収集・提供
(6)洪水ハザードマップの作成支援
(7)水防活動への支援強化

(5)管理の高度化

○危機管理体制の整備・強化
(1)洪水時の対応
1)洪水予報及び水防警報等
2)わかりやすい河川情報の提供
3)出水時などの巡視
4)河川管理施設の操作等

(2)地震・津波対応
(3)水質事故の対応
(4)渇水時の対応
(5)河川情報の収集・提供
(6)洪水ハザードマップの作成支援
(7)水防活動への支援強化

河川整備基本方針で定めた目標に向け、
必要な各種治水対策を総合的に展開し、
洪水、内水被害、高潮、地震などさまざ
まな災害から沿川地域住民の生命と財産
を守り、将来にわたって人々が安心して
暮らせる安全な馬淵川の実現を目指しま
す。

また、地域の安全と安心が持続できる
よう、流域の自然的、社会的特性を踏ま
えた継続的・効果的な河川の維持管理に
努めます。

馬淵川の自然豊かな河川環境と河川景
観を次の世代に引き継ぐため、連携と協
働のもと流域一体となった河川環境の保
全、再生、創出を目指します。
また、関連地域の社会経済情勢の発展に
即応するよう環境に係わる計画などとの
調整を図りつつ、適正な整備・保全及び
維持管理に努めます。

地域の魅力と活力を引き出すため、生
活の基盤や歴史、文化、風土を形成して
きた馬淵川の恵みを活かしつつ、自然と
のふれあい、歴史、文化、環境の学習が
できる場、市民の利活用の場などの整備、
保全を目指します。

また、河川に関する情報について地域
住民と幅広く共有されるよう、防災学習、
河川の利用に関する安全教育、環境教育
などの充実を図るとともに、住民参加に
よる河川清掃、河川愛護活動などを推進
します。


